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葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも

残暑の定植を乗り切る！ 秋冬作の「活着」と省力化
9月は、レタスやブロッコリーなど秋冬野菜の定植が本格化する時期です。高
温・乾燥の影響を抑え、苗のスタートを揃えましょう。
① 定植前に根鉢の水分を揃える
根鉢まで十分に吸水させ、苗ごとの水分差をなくします。乾いた苗と十分に
吸水した苗が混在すると、定植後の活着にも差が出やすくなります。
② 活着までは乾燥と高温から守る
定植直後は、根鉢まで水が届いているか確認しましょう。暑い時間帯の定植
を避け、必要に応じて遮光・遮熱資材も活用します。
③ 定植前の灌注で防除＋根づくり
セル苗の段階で農薬を灌注処理しておくことで、本圃での初期防除作業の省
力化につながります。
さらに、BS資材を苗へ灌注することで、定植時の根張りや活着、初期生育を
サポートします。昨年、香川県内で「ストラクチャー」を定植前のセル苗へ灌注
した使用事例をご紹介します。
※掲載事例では1,000倍液を使用していますが、メーカー推奨倍率は200
倍です。使用時は最新の製品資料をご確認ください。

定植前のひと手間で、秋冬作のスタートを揃える！
苗を揃える → 定植前に灌注 → 活着を早める → 定植後の管理をラクに

ストラクチャーの使用事例
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”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。
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喜多社長のフィロソフィ日記「知識・見識・胆識」 今年の夏も厳しい暑さが続いている。香川県では連日のように熱中症警戒アラートが発表される
一方、梅雨明け以降は雨の少ない状況が続き、香川用水では取水制限が段階的に強化され、8月28日からは第四次取水制限に入ることとなった。暑さ
に加えて渇水も深刻さを増し、私たちにとっても厳しい夏となっている。
そのようななか、当社では水稲本田ドローン防除や害虫駆除など、屋外での作業が一年で最も忙しい時期を迎えている。従業員達は連日の暑さのなか、
早朝から現場に出て、一つひとつの仕事を着実にこなしてくれている。その懸命な姿を見るたびに感謝と敬意の念が湧いてくる。繁忙期もあとひと踏ん張
り。事故や体調に十分気を配り、全員で無事にこの夏を乗り越えてほしい。
そうした従業員達の姿を見る一方で、私自身にもこの夏ひとつの区切りがあった。9年間続けてきた機関誌マラソンが終了した。『機関誌 盛和塾』の塾長
講話を毎週1号ずつ読み、感想を書くという取り組みで、3年を1クールとして3クール続けてきた。振り返れば9年という年月であり、ひとつの節目を迎え
たことに感慨深いものがある。機関誌マラソンを続ける中で、経営にどう向き合うか、従業員とどう接するかという点では、自分なりに少しずつ変化してき
たように思う。毎週、塾長の言葉に触れ、自分の考えを文章にすることを繰り返した時間は、私自身の経営観を形づくるうえで大きな意味があった。
塾長講話を読み「その通りだ」「自分もそうありたい」と思っていても、従業員や身近な人から耳の痛いことを言われると、実際には全くできていないことに
気づかされることがある。安岡正篤氏は「知識・見識・胆識」という言葉を残している。学んで知っているだけでは「知識」にすぎない。それを自分の判断軸
である「見識」に高め、さらに実際の行動として貫いてこそ「胆識」になる。この9年間で知識は増え、見識も少しは深まったように思う。しかし、それを日々
の行動として貫けているかと問われれば、まだまだである。知っていることと、できていることの間には、思っている以上に大きな隔たりがある。特に大切だ
と感じるのが、耳の痛いことを言われたときに、それを素直に聞けるかどうかである。私は、周囲が何も言えなくなるような「猿山のボス猿」にはなりたくな
い。しかし、厳しい意見をもらったとき、振り返れば素直に聞けていないことも多いように思う。
7月には2名、8月には1名の新しいメンバーも加わった。立場が上になればなるほど、自分が思っている以上に、その一挙手一投足を周囲から見られてい
るのだと思う。何を言うかだけでなく、どのように振る舞うか、どのように人と接するか。その積み重ねが、会社の雰囲気や文化にもつながっていく。
そこで、9年間続けてきた機関誌マラソンから一旦1年ほど離れることにした。これまで読むことのできなかった本にも触れながら、少し違った角度から学
びを深めていきたい。そして何より、これまで学んできたことを知識で終わらせず、自分の見識に高め、日々の行動として実践していきたい。「心を高め、経
営を伸ばす」という言葉にあるように、まずは自分自身を高め、少しでも胆識を備えた経営者に近づいていきたいと思う。

特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ
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